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論 文 審 査 の 要 旨  
 No.3 
著者によるこれらの主張は、56 の図、31 の表を縦横に駆使した詳細で緻密な実証的解説によ
ってなされており、1-4章が扱う現代資本主義でもっとも代表的な 4つの信用危機の最高の解説
書となっている。 
ただし、口頭試問の場において、バブルを生みだした原因には、論及されたもの以外にも重要
なものがあったのではないかとの指摘があった。たとえば、社会全体に蔓延した投機志向の風潮、
銀行が置かれていた資本間競争という実態、独占段階の特徴としての貨幣資本の慢性的な過剰と
その背景としての利潤率の傾向的低下の問題である。また、4 つのバブル経済の解説はもう少し
歴史的背景にまで遡った方がよかったのでは、との指摘もあった。本論文がこれらの諸論点に一
切言及していないわけではないが、その論及の不十分さや、それら歴史事実と理論的背景との関
係の説明に欠けたものがあったのではないかとの指摘である。 
しかし、上述のように、本論文の緻密な実証研究上の価値は大きく、また本論文が指摘・解明
した論点の重要性は否定されるものではない。 
以上の理由により、審査担当者は全員一致して、清水正昭君の学位請求論文が博士(経済学)の学
位を授与されるに十分値するものであるとの結論に達した。 
 
